
香川県理容生活
衛生同業組合

　　発行人　佐藤　　功

　　顧　問　北地　一行

　　部　長　小松　芳浩

　　編集長　藤沢　弘順

　　題　字　空海書簡抜粋

　　印　刷　（株）モトヤマ

　

第
六
十
七
回
四
国
理
容
競
技
大
会
が

平
成
二
十
九
年
七
月
十
日
㈪
に
高
知
県

の
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

早
朝
よ
り
四
国
四
県
か
ら
総
勢

四
十
四
名
の
選
手
が
集
合
。そ
の
う
ち
香

川
県
か
ら
は
十
三
名
が
出
場
し
た
。

　
午
前
十
時
よ
り
開
会
式
が
始
ま
り
、東

崎
幸
男
大
会
実
行
委
員
長
の
開
会
の
辞

に
続
い
て
、佐
藤
功
大
会
会
長
が「
毎
日
一

時
間
練
習
す
れ
ば
県
大
会
に
優
勝
。毎
日

二
時
間
練
習
す
れ
ば
四
国
大
会
優
勝
。毎

日
三
時
間
練
習
す
れ
ば
全
国
優
勝
も
夢
で

は
な
い
。努
力
は
嘘
を
つ
か
な
い
。ぜ
ひ
と

も
こ
の
四
国
の
選
手
の
中
か
ら
全
国
大
会

で
壇
上
に
上
が
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。」と
挨
拶
さ
れ
た
。ま
た
来
賓
の
大

森
利
夫
全
理
連
理
事
長
は
、「
今
回
は
レ

デ
ィ
ー
ス
部
門
に
パ
ー
マ
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
り
、理
容
業
界
も
変
革
期
で
あ
り
ま

す
。変
革
期
に
は
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

こ
と
が
大
事
。全
国
大
会
そ
し
て
世
界
大

会
を
目
指
し
て
、ま
た
明
日
か
ら
の
サ
ロ

ン
ワ
ー
ク
の
た
め
に
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

技
術
者
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

高
知
県
の
竹
島
毅
選
手
の
選
手
宣
誓

の
の
ち
、定
刻
通
り
競
技
が
始
ま
り
、数

多
く
の
観
客
の
声
援
の
中
、緊
張
の
面
持

ち
な
が
ら
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
完
成
さ

せ
て
い
た
。

　
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
７
の
発
表
も

行
わ
れ
、綾
南
支
部
の
山
地
里
美
さ
ん
が
、

「
今
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
を
大

切
に
」を
テ
ー
マ
に
今
年
も
見
事
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
披
露
し
、観
客
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

　
成
績
発
表
で
は
、第
二
部
門
で
岡
坂
和

美
選
手
が
準
優
勝
、第
三
部
門
で
藤
井
壮

司
選
手
も
準
優
勝
を
果
た
し
、全
国
大
会

の
出
場
を
決
め
た
。
ま
た
、五
十
歳
以
上

が
出
場
す
る
第
四
部
門
マ
ス
タ
ー
ス
タ

イ
リ
ス
ト
部
門
で
は
、明
田
太
基
選
手
が

見
事
優
勝
。
準
優
勝
に
山
崎
鎮
永
選
手

が
入
り
、両
名
と
も
全
国
大
会
出
場
が
決

ま
っ
た
。第
八
部
門
で
は
明
田
選
手
の
長

男
卓
哉
選
手
が
優
勝
を
飾
り
、県
勢
初
の

親
子
優
勝
が
実
現
し
た
。

　
閉
会
式
に
先
立
ち
、四
国
協
議
会
長
表

彰
も
行
わ
れ
、香
川
県
か
ら
は
、山
地
里

美
氏
と
初
瀬
名
央
氏
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

　
今
年
の
全
国
大
会
は
、十
月
十
六
日
に

和
歌
山
県
の
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
。例
年
以
上
に
香
川
県
選
手

　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日（
月
）

午
前
十
時
よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
次
第
に
沿
っ
て
滞
り
な
く
無
事
周
知

徹
底
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
、団
体
生
命

小
型
の
推
進
と
い
う
今
ま
で
と
は
違
っ
て

推
進
す
る
側
に
軸
足
を
置
い
た
方
法
に
変

わ
っ
た
と
い
う
事
、そ
し
て
、団
体
生
命
小

型
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
、

特
別
給
付
金
が
組
合
員
に
と
っ
て
ど
れ
ほ

ど
お
得
な
保
険
で
あ
る
か
の
説
明
等
を
再

度
理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
推
進
し
て
も

ら
う
よ
う
支
部
長
並
び
に
共
済
部
長
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
尚
、香
川
県
に
お
き
ま

し
て
は
、こ
の
度
団
体
生
命
小
型
の
推
進

と
並
行
し
て「
元
気
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と

銘
打
っ
て
４
種
類
の
共
済
を
対
象
に
１
万

円
、そ
の
内
の
一
つ
団
体
生
命
共
済
大
型

は
２
万
円
の
報
奨
金
を
支
給
す
る
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
。

（
県
共
済
部
長　
安
富
豊
昭
）

団
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

開会式の様子

四国大会香川県選手団
共済部長一同に会しての推進打合せ

優勝した明田太基選手（左）と
卓哉選手

四
国
理
容
競
技
大
会
が
高
知
で
開
催

　
　
　
　
　
　
明
田
太
基（
四
部
）、卓
哉（
八
部
）選
手 

親
子
優
勝
！

平
成
二
十
九
年
度

香
川
県
理
容
組
合
共
済
事
業
推
進
打
合
会
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◇
経
過
日
誌

三

役

会

◦
第
四
回
三
役
会

　
　

八
月
二
十
八
日
㈪ 
午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

部

長

会

◦
共
済
部
長
会

　
　

七
月
二
十
四
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

協

議

会

◦
中
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

七
月
四
日
㈫ 

午
前
八
時
三
十
分

高
松
ゴ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

◦
中
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　

九
月
四
日
㈪ 

午
前
十
時

坂
出
中
央
ボ
ウ
ル

◦
高
松
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　

九
月
十
一
日
㈪ 

午
後
零
時
三
十
分

太
洋
ボ
ウ
ル

◦
西
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

九
月
二
十
五
日
㈪

琴
平
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

委

員

会

◦
融
資
委
員
会

　
　

八
月
七
日
㈪ 

午
前
十
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
広
報
委
員
会

　
　

八
月
二
十
八
日
㈪ 

午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

講

師

会

◦
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
講
師
認
承
講
習
会

　
　

九
月
四
日
㈪ 

午
前
十
時

香
川
県
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講

習

会

◦
琴
平
支
部
講
習

　
　
七
月
十
三
日
㈭ 

午
後
八
時
三
十
分

ヘ
ア
ー
ク
ラ
ブ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

◦
内
海
、土
庄
支
部
合
同
講
習

　
　

七
月
三
十
一
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
オ
リ
ー
ブ

◦
善
通
寺
支
部
講
習

　
　

九
月
十
四
日
㈭ 

午
後
八
時
三
十
分

Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ　

宮
本

競
技
大
会

◦
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　

七
月
十
日
㈪

高
知
県
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ

そ

の

他

◦
生
活
衛
生
営
業
特
別
相
談
員
研
修
会

　
　

七
月
三
日
㈪ 

午
前
九
時
五
十
分

高
松
テ
ル
サ
３
Ｆ
視
聴
覚
室

◦
生
衛
業
者
の
生
産
性
向
上
策
と
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
研
修
会

　
　

七
月
二
十
四
日
㈪ 

午
後
二
時

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
玉
藻
の
間

◦
理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
　

八
月
一
日
㈫

香
川
県
美
容
会
館

◦
せ
と
隆
一
君
を
励
ま
す
会

　
　

八
月
七
日
㈪ 

午
後
六
時

◦
組
合
事
務
所
夏
季
休
暇

　
　

八
月
十
四
日
㈪ 

十
五
日
㈫

◦
第
一
回
衛
生
水
準
の
確
保・
向
上
事
業

推
進
会
議

　
　

八
月
三
十
日
㈬ 

午
後
一
時
三
十
分

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
玉
藻
の
間

◦
理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
　

九
月
三
日
㈰

愛
媛
大
学
教
育
学
部
講
義
棟

◦
中
国
四
国
協
議
会
青
年
部
交
流
会

　
　

九
月
四
日
㈪ 

午
後
一
時

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

◦
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

　
　

九
月
十
一
日
㈪

◦
自
由
民
主
党
香
川
県
第
一
選
挙
区
支
部

大
会

　
　

九
月
三
十
日
㈯ 

午
前
十
時

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
２
Ｆ「
讃
岐
の
間
」

◇
予
定
行
事

三
役
部
長
会

◦
第
二
回
三
役
部
長
会

　
　

十
月
三
十
日
㈪ 

午
後
二
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
③

理

事

会

◦
第
二
回
理
事
会

　
　

十
一
月
二
十
七
日
㈪石

清
尾
八
幡
宮

委

員

会

◦
広
報
委
員
会

　
　

十
一
月
二
十
七
日
㈪ 

午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
女
性
部
委
員
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

準
備
委
員
会

　
　

十
月
二
十
三
日
㈪ 

午
後
零
時

組
合
事
務
所
会
議
室

協

議

会

◦
西
讃
協
議
会
親
睦
旅
行

　
　

十
月
二
十
三
日
㈪

広
島
方
面

講

習

会

◦
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習
会

　
　

十
月
二
十
三
日
㈪ 

午
前
十
時

飯
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
　

十
月
三
十
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
高
松
東
讃
合
同
衛
生
講
習
会

　
　

十
二
月
四
日
㈪ 

午
前
九
時
五
十
分

高
松
テ
ル
サ

競
技
大
会

◦
第
六
十
九
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
　

十
月
十
六
日
㈪ 

和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

そ

の

他

◦
四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

十
月
二
日
㈪ 

午
前
十
時

ア
ス
テ
ィ
徳
島

◦
理
容
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

十
月
九
日
㈪

高
松
片
原
町
東
部
商
店
街

◦
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習

　
　
十
月
二
十
三
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
月
三
十
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
一
月
六
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

徳
島
県
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

◦
西
日
本
理
事
長
会

　
　

十
一
月
六
日
㈪ 

、七
日
㈫

大
分
県

◦
東
か
が
わ
支
部
旅
行

　
　

十
一
月
六
日
㈪

今
治
市
日
本
食
研
工
場
見
学

◦
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

十
一
月
十
三
日
㈪高松

市
総
合
体
育
館

◦
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
十
一
月
二
十
日
㈪ 

午
前
八
時
三
十
分

ロ
イ
ヤ
ル
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◦
髪
授
神
祠
大
祭

　
　

十
一
月
二
十
七
日
㈪ 

午
前
十
時

石
清
尾
八
幡
宮

経
過
及
び
行
事
予
定
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平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日（
月
）

共
済
事
業
推
進
打
合
せ
会
に
先
立
ち
、

全
国
理
容
競
技
大
会
並
び
に
世
界
大

会
に
出
場
す
る
選
手
の
壮
行
会
が
サ
ン

メ
ッ
セ
香
川
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　

九
月
に
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
で
開
催
さ
れ

る
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ヘ
ア
ワ
ー
ル
ド
世
界
大
会「
マ

ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
部
門
」に
出
場
さ

れ
る
、北
地
一
行
副
理
事
長
に
組
合
事
務

局
の
石
井
雅
子
さ
ん
よ
り
花
束
が
贈
呈

さ
れ
、北
地
副
理
事
長
は「
盛
大
な
壮
行

　

今
年
も
片
原
町
東
部
商
店
街
で
平
成

二
十
九
年
十
月
九
日（
月
）に
商
店
街
共

催
の「
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ
あ
り
、高
松
お
ど
り
あ

り
、縁
日
あ
り
の
楽
し
い
一
日
で
す
。

　
理
容
組
合
も
県
講
師
が
カ
ッ
ト
で
対
決

「
バ
ー
バ
ー
バ
ト
ル
」や
手
バ
リ
で
丸
刈
り

の
挑
戦
、一
般
の
方
に
よ
る「
ヘ
ア
ス
タ
イ

ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」、理
容
技
術

を
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
エ
ス
テ
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
で
す
。

最
後
は
任
天
堂
ス
イ
ッ
チ
が
当
た
る
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
も
あ
り
ま
す
。

　
お
客
様
や
ご
近
所
、ご
家
族
お
誘
い
合

わ
せ
て
ど
し
ど
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。み

ん
な
で
理
容
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
持
て
る
力
を
発
揮
し
、皆
様

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。」と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、十
月
に
和
歌
山
で
開
催
さ
れ

る
全
国
競
技
大
会
に
出
場
す
る
選
手
が

入
場
。
佐
藤
功
理
事
長
よ
り「
昨
年
高
知

県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
か
ら
早
や
半

年
。
今
年
は
選
手
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、一
回
と
言
わ
ず
長
く
競
技
を
続
け
て

い
た
だ
い
て
、北
地
先
生
の
よ
う
に
世
界

大
会
出
場
を
勝
ち
取
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
努
力
は
嘘
を
つ
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。」

と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

選
手
団
を
代
表
し
て
川
筋
正
仁
選
手

団
長
に
佐
藤
理
事
長
か
ら
香
川
県
応
援

旗
が
手
渡
さ
れ
、健
闘
を
誓
っ
た
。

（
県
広
報　

小
松
芳
浩
）

祝
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
四
国
協
議
会
長
表
彰

青年部長
初 瀬  名 央 氏

（高松支部）

県組合理事
山 地  里 美 氏

(綾南支部）

世界大会に出場する北地副理事長

全国大会に出場する香川県選手団

勝
利
を
目
指
し
て
！

　
　
香
川
県
選
手
団
壮
行
会

十
月
九
日
は
片
原
町
東
部
商
店
街
へ
行
こ
う
！

　
理
容
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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れ
、通
常
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。続
い
て
親

睦
会
に
入
り
、久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る

組
合
員
さ
ん
同
士
、和
気
藹
々
と
親
睦
を
深

め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。最
後
に
、ま
た
一
年
組

合
の
た
め
に
、組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
、組
合

活
動
に
従
事
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、楽
し

い
一
時
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
県
広
報　
白
川
成
二
）

◆
東
讃
協
議
会
通
常
総
会
開
く

　

平
成
二
十
九
年
六
月
十
二
日
㈪ 
午
前

十
一
時
よ
り
サ
ン
マ
リ
エ
ふ
じ
井（
さ
ぬ
き
市
）

に
於
い
て
東
讃
協
議
会
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
始
め
に
、四
国
大
会
理
容
メ
ッ
セ
ー

ジ
部
門
に
出
場
す
る
山
地
里
美
選
手
の
メ
ッ

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、十
六
名
の
各
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
優
勝
並
び
に
賞
品
を
競
い
ま
し
た
。

し
か
し
、天
気
予
報
通
り
、ス
タ
ー
ト
し
て
す

ぐ
に
雨
が
降
り
出
し
前
半
九
ホ
ー
ル
を
上
が

る
ま
で
に
雨
風
が
激
し
く
な
り
、ハ
ー
フ
で
残

念
な
が
ら
断
念
い
た
し
ま
し
た
。成
績
発
表

は
前
半
九
ホ
ー
ル
の
ス
コ
ア
で
行
い
ま
し
た
。

　
佐
藤
理
事
長
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
優　
勝　
香
川
正
雄（
多
度
津
支
部
）

　
準
優
勝　
香
川　
武（
坂
出
支
部
）

　
三　
位　
松
本
和
久（
綾
北
支
部
）

（
綾
南
支
部
長　
吉
見
一
秀
）

◆
中
讃
バ
レ
ー
親
睦
大
会

　

平
成
二
十
九
年
度
、中
讃
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

親
睦
会
が
、六
月
十
九
日
㈪ 

善
通
寺
市
民
体

育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。最
近
は
バ
レ
ー

を
す
る
組
合
員
さ
ん
が
減
り
、支
部
に
拘
ら

ず
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
、楽
し
く
や
ろ
う
と

い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
は
、石

田
、山
内
、松
田
、長
谷
川
チ
ー
ム
。次
回
は
、

チ
ー
ム
分
け
に
時
間
を
か
け
て
、各
チ
ー
ム
の

戦
力
を
均
等
に
し
た
ほ
う
が
、楽
し
め
る
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。今
回
終
了
し
た
時
点
で
、

み
ん
な
の
共
通
の
意
見
と
し
て
上
が
っ
た
の

は
、参
加
者
の
減
少
で
す
。も
う
試
合
が
で
き

る
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。大
会
自
体
は
、参
加
者
の
み
な
さ
ん
、日

頃
の
運
動
不
足
も
解
消
で
き
、和
気
藹
々
十

分
楽
し
め
た
よ
う
で
す
が
、来
年
は
も
う
少

し
、参
加
者
を
増
や
さ
な
い
と
開
催
が
厳
し

い
と
い
う
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

（
県
広
報　
白
川
成
二
）

◆
高
松
協
議
会
総
会
を
開
く

　

平
成
二
十
九
年
六
月
十
九
日
㈪ 

午
後
六

時
よ
り
高
松
市
花
園
町
の「
銀
波
亭
」で
高
松

協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
山
実
雄
副
支
部
長
の
司
会
進
行
で
始
ま

り
、神
谷
彰
高
松
協
議
会
長
、佐
藤
功
理
事

長
、野
崎
耕
次
東
讃
協
議
会
長
、川
筋
正
仁

支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、藤
川
和
久
副
支
部

長
の
会
計
報
告
、北
地
一
行
副
理
事
長
の
監

査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
大
会
に
出
場
す
る
理
容
メ
ッ

セ
ー
ジ
四
国
協
議
会
代
表
の
山
地
里
美
選
手

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、山
田
昌
三
相
談
役
の
乾
杯
の
音

頭
で
宴
会
が
始
ま
り
、例
年
通
り
に
和
や
か

な
雰
囲
気
で
歓
談
が
進
み
、最
後
に
野
村
勝

常
務
理
事
の
一
本
締
め
で
今
年
の
総
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

（
県
広
報　
松
原
敏
晃
）

◆
中
讃
協
議
会
総
会

　

平
成
二
十
九
年
六
月
五
日
、坂
出
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、平
成
二
十
九
年
度
、中

讃
協
議
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、佐
藤
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
そ
の
後
、

各
議
案
の
報
告
と
承
認
が
滞
り
な
く
審
議
さ

セ
ー
ジ
発
表
が
あ
っ
た
。

　
開
会
に
当
た
り
野
崎
耕
次
東
讃
協
議
会
長

か
ら｢

昨
今
の
政
治
状
況
は
、森
友
学
園
、加

計
学
園
問
題
と
混
迷
を
極
め
て
お
り
ま
す
が

私
達
は
、理
容
業
に
精
励
し
お
客
様
か
ら
喜

ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
よ
う｣

と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。佐
藤
功
理
事
長
よ
り
、組
合
の
施
策

と
し
て
、｢

香
川
発
ヘ
ア
カ
タ
ロ
グ
を
各
店
に

配
布
。又
、共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す｣

と
挨
拶

を
頂
い
た
。
北
地
一
行
副
理
事
長
、神
谷
彰

高
松
協
議
会
長
も
出
席
さ
れ
た
。

　

緋
田
巧
達
土
庄
支
部
長
を
議
長
選
出
し
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
承
認
並
び
に
、

収
支
決
算
承
認
の
件
と
審
議
を
重
ね
拍
手
多

数
を
以
っ
て
可
決
。
九
月
十
一
日
理
容
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
日
、今
年
も
津
田
の
松
原
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
、多
く
の
参
加
者
を
募
る
。

諸
案
件
の
審
議
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
宴
席

へ
と
。業
界
の
益
々
の
発
展
と
、組
合
員
の
健

康
を
願
っ
て
乾
杯
。カ
ラ
オ
ケ
無
し
で
の
各

テ
ー
ブ
ル
席
は
、お
馴
染
み
の
、志
度
湾
の
贅

を
尽
く
し
た
海
の
幸
を
食
し
な
が
ら
、歓
談

と
笑
い
に
包
ま
れ
た
。時
が
経
つ
の
は
早
く
、

別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
散
会
と
な
っ
た
。

（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

◆
中
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

　
平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
㈫
に
高
松
ゴ
ー

ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
中
讃
協
議
会

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
三
号
接
近
の
た
め
朝
か
ら
曇
り
の
中

宴会前の集合写真

厳粛な雰囲気の中での中讃総会審議もスムーズに進行した東讃総会

チームワークの勝利！

協
議
会
だ
よ
り

スタート前に記念写真

第280号理　　容　　　香　　川2017年（平成29年）10月１日発行 （4）



◆
西
讃
協
議
会
　
商
工
セ
ミ
ナ
ー

　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
㈪ 

観
音

寺
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、本
年
度
も
商
工

会
の
お
力
添
え
を
頂
き
、商
工
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。朝
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、

一
部
は
衛
生
講
習
を
一
時
間
。二
部
は
県
講

師・
松
原
敏
晃
講
師
に
よ
る
技
術
講
習
。
受

講
者
は
約
四
十
名
の
出
席
で
し
た
。衛
生
講

習
で
は『
衛
生・消
毒
と
理
容
師
法
の
改
正
に

つ
い
て
』を
二
年
連
続
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

技
術
講
習
で
は
、『「
ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド
」サ
ロ

ン
ヘ
ア
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
』を
受
講
し
ま
し

た
。二
時
間
で
二
人
の
モ
デ
ル
を
カ
ッ
ト
す

る
内
容
の
凄
く
濃
い
講
習
で
し
た
。わ
か
り

や
す
い
説
明
を
し
な
が
ら
の
技
術
、そ
し
て

使
用
さ
れ
た
ツ
ー
ル・ワ
ッ
ク
ス・雑
誌
な
ど

を
用
意
し
て
説
明
さ
れ
、サ
ロ
ン
で
す
ぐ
使

え
る
メ
ニ
ュ
ー
に
出
来
る
よ
う
コ
ピ
ー
ま
で

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
椅
子
で
見
た
り
、

立
っ
て
見
た
り
真
剣
に
受
け
て
い
る
姿
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、ビ
デ
オ

を
確
認
し
な
が
ら
久
々
に
ウ
イ
ッ
グ
と
向
き

合
い
ま
し
た
。コ
ピ
ー
を
元
に
使
用
ツ
ー
ル

と
ワ
ッ
ク
ス
を
と
り
あ
え
ず
同
じ
も
の
を
揃

え
る
だ
け
で
、簡
単
に
取
り
組
め
た
こ
と
に

は
感
謝
し
ま
す
。昨
年
よ
り
松
原
講
師
の
ス

キ
ン
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト
は
い
ろ
ん
な
支
部
で

講
習
さ
れ
て
お
り
、商
工
セ
ミ
ナ
ー
に
も
お

願
い
し
ま
し
た
が
、受
講
し
て
良
か
っ
た
と

の
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
。店
舗
で
は
な
く

ホ
ー
ル
で
の
講
習
は
や
り
に
く
か
っ
た
と
は

思
い
ま
す
が
、『「
ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド
」サ
ロ
ン

ヘ
ア
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
』い
い
刺
激
に
な
り
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
広
報　
森　
健
二
） 

◆｢

救
命
処
置｣

講
習
会
開
く

　

仏
生
山
支
部
は
七
月
三
日
㈪ 

午
後
五
時

よ
り
仏
生
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て｢

救
命
処
置｣

講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
当
支
部
組
合
員
の
野
田
由
香
里

さ
ん
。
地
元
消
防
団
員
で
も
あ
り
、救
命
講

習
指
導
員
と
し
て
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。｢

生
命
の
危
機
に
陥
っ
た
人
を
救
命

し
、社
会
復
帰
に
導
く
命
の
リ
レ
ー
を｢

あ
な

た｣

が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
下
さ
い｣

。の
号
令

で
始
ま
り
、二
体
の
人
形
を
傷
病
者
に
准
え

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
開
始
。

　

倒
れ
て
い
る
人
を
み
た
ら
先
ず
、【
呼
び

か
け
→
助
け
を
呼
び
→
確
認
→
人
口
呼
吸

→
胸
骨
圧
迫
→
繰
り
返
し
→A

ED

→
救
急

車
】以
上
が
救
命
処
置
の
要
領
だ
が
、胸
骨

圧
迫
の
位
置
や
角
度
、押
し
方
の
速
さ
や
力

具
合
、気
道
確
保
時
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、細
か

な
点
ま
で
一
人
ひ
と
り
に
指
導
、ご
指
摘
を

頂
い
た
。｢

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
予
想
以
上
に

難
し
か
っ
た
。五
分
間
や
っ
て
い
た
だ
け
で

も
か
な
り
大
変
だ｣｢A

ED

の
使
い
方
も
全
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
今
日
知
る
こ
と
が
出
来

て
良
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。続
い

て
、物
な
ど
が
詰
ま
っ
た
場
合
の
除
去
法
。止

血
法
。傷
病
者
の｢

快
復
体
位｣

の
仕
方
等
に

つ
い
て
ご
教
授
頂
い
た
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
わ
ず
か
な
時
間
に
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、適
切
に
応
急

手
当
を
実
施
で
き
た
ら
、尊
い
命
が
一
人
で

も
救
わ
れ
た
ら
周
囲
の
人
も
含
め
て
実
に

ハ
ッ
ピ
ー
と
喜
べ
る
貴
重
な
講
習
会
で
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
指

導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
広
報　
　
藤
沢
弘
順
）

◆
丸
亀
支
部
親
睦
旅
行

　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日
㈪
、丸

亀
支
部
親
睦
日
帰
り
旅
行
に
神
戸
へ
行
き

ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
支
部
旅
行
で
し
た
し
、年
代

も
様
々
な
組
合
員
さ
ん
同
士
で
少
し
不
安

で
し
た
が
、道
中
バ
ス
の
中
で
は
、カ
ラ
オ

ケ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
楽
し
く
す
ご
せ

ま
し
た
。

　
ま
ず
神
戸
東
灘
の
酒
心
館（
福
寿
）の
酒
蔵

を
見
学
し
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
三
宮
の
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
で
お

昼
ご
飯　

生
田
神
社
に
行
き
、み
な
さ
ん
い

ろ
ん
な
事
を
お
願
い
し
た
み
た
い
で
す
。

　
最
後
は
、有
馬
温
泉
太
閣
の
湯
で
日
頃
の

疲
れ
を
と
り
ま
し
た
。ま
た
こ
の
よ
う
な
、み

ん
な
が
楽
し
め
る
企
画
を
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
丸
亀
支
部　
西
原
正
登
）

◆
琴
平
支
部
技
術
講
習
会
開
く

　

七
月
十
三
日
㈭ 

午
後
八
時
半
よ
り
、ヘ

ア
ー
ク
ラ
ブ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
に
於
い
て
、山
原
昌
司

県
講
師
を
お
迎
え
し
、琴
平
支
部
講
習
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は「
フ
ロ
ー

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
と
魅
惑
の
タ
オ
ル
ワ
ー
ク
」。 

　
ま
ず
、山
原
講
師
が
所
有
し
て
い
る
貴
重

な
レ
ー
ザ
ー
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。参

加
し
た
ス
タ
ッ
フ
達
も
、初
め
て
見
る
レ
ー

ザ
ー
に
興
味
津
々
で
す
。 

　
次
に
、山
原
講
師
が
繊
維
か
ら
吟
味
し
た

タ
オ
ル
を
紹
介
し
て
く
れ
、そ
の
厚
み
や
肌
触

り
の
良
さ
に
う
っ
と
り
し
ま
し
た
。「
良
い
タ

オ
ル
を
使
い
ま
し
ょ
う
」と
言
う
言
葉
に
納
得

で
す
。

　
そ
し
て
、御
囲
支
部
長
を
モ
デ
ル
に
、デ
モ

ス
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。丁
寧
な
ク
レ
ン
ジ

ン
グ
、正
確
な
タ
オ
ル
ワ
ー
ク
。そ
の
動
作
の

全
て
に
理
由
が
あ
る
こ
と
も
説
明
し
て
く
れ
、

初
心
に
戻
れ
た
気
が
し
ま
す
。そ
の
後
は
、フ

ロ
ー
レ
ー
ザ
ー
で
の
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
。進
化
し

た
フ
ロ
ー
レ
ー
ザ
ー
は
、男
性
の
濃
い「
ヒ
ゲ
」

女
性
の「
ウ
ブ
ゲ
」そ
の
ど
ち
ら
に
も
抜
群
の

剃
り
心
地
を
発
揮
す
る
そ
う
で
す
。 

　
そ
の
後
、山
原
講
師
が
モ
デ
ル
に
な
り
、参

加
者
全
員
が
フ
ロ
ー
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
、刃
の
角
度
や

肌
に
あ
て
る
強
さ
、沿
え
手
の
方
向
な
ど
、よ

く
分
か
り
ま
し
た
。 

　
理
容
師
な
ら
で
は
の
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ・・・

大
切
に
し
て
い
き
た
い
技
術
で
す
。

（
琴
平
支
部
教
育
部
長　
石
川
恵
子
）

支
部
だ
よ
り

真剣に見入る技術

応急手当の実施模様

楽しいひと時  丸亀支部旅行

全員でフローシェービング体験中
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◦
第
一
部
門

　
（
ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

　
優　
勝　
浅
利
義
明
（
高
知
県
）

　
準
優
勝　
竹
嶋　
毅
（
高
知
県
）

　
三　
位　
高
芝
祐
二
（
愛
媛
県
）

◦
第
二
部
門

　
（
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト
・
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル
）

　
優　
勝　
沼
田
至
巧
（
愛
媛
県
）

　
準
優
勝　
岡
坂
和
美
（
香
川
県
）

◦
第
三
部
門

　
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ　

ｇ
ａ
ｉ
ｎ
‐
Ｇ
）

　
優　
勝　
森
木
正
浩
（
高
知
県
）

　
準
優
勝　
藤
井
壮
司
（
香
川
県
）

　
三　
位　
新
開
拓
也
（
愛
媛
県
） 

　　

　
（
マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
ア
ワ
ー
ド
）

　
優　
勝　
明
田
太
基
（
香
川
県
）

　
準
優
勝　
山
崎
鎮
永
（
香
川
県
）

　
三　
位　
石
山　
緑
（
愛
媛
県
） 

◦
第
六
部
門

　
（
ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ー
ス
カ
ッ
ト
）

　
優　
勝　
酒
井
真
也
（
愛
媛
県
）

　
準
優
勝　
丸
岡
弘
純
（
香
川
県
）

　
三　
位　
濱
口
葉
純
（
高
知
県
）

 

◦
第
七
部
門

　
（
ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ヤ
ー
仕
上
げ
）

　
優　
勝　
仁
井
田
恭
平
（
高
知
県
）

　
準
優
勝　
中
村　
翔
（
香
川
県
）

　
三　
位　
六
車
和
晃
（
香
川
県
）

◦
第
八
部
門

　
（
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

　
優　
勝　
明
田
卓
哉
（
香
川
県
）

　
準
優
勝　
松
岡
由
真
（
徳
島
県
）

　
三　
位　
山
田
真
央
（
香
川
県
）

◦
理
容
２
０
１
７
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
優　
勝　
山
地
里
美
（
香
川
県
）

優勝作品

優勝作品

優勝作品

優勝作品優勝作品

優勝作品優勝作品

藤井壮司選手岡坂和美選手明田太基選手

山崎鎮永選手理容メッセージ  山地里美選手

◎
四
国
大
会
成
績
（
敬
称
略
）

全国大会出場選手の皆さん
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ゴ
ー
ヤ
の
話

　

昨
年
ゴ
ー
ヤ
を
薄
く
切
っ
て
乾
か

し
、お
茶
に
し
た
所
、苦
み
の
あ
る
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
の
よ
う
で
身
体
に
よ
か
っ
た

の
で
、
今
年
は
野
菜
を
下
さ
る
お
客
様

に
そ
の
旨
、
お
伝
え
し
た
所
、
百
個
程

に
も
な
り
近
所
知
り
合
い
と
配
り
ま
し

た
。
残
り
を
今
年
も
お
茶
に
し
て
み
ま

し
た
。
二
日
位
、
日
光
に
当
て
る
だ
け

の
私
に
は
も
っ
て
こ
い
の
手
間
い
ら
ず

で
す
。
そ
し
て
今
日
も
一
人
飲
む
私
な

の
で
す
。
ど
う
し
て
一
人
か
っ
て
？
主

人
も
息
子
も
苦
い
の
が
ダ
メ
！
こ
ん
な

に
身
体
に
い
い
の
に
ね
。

　

で
も
最
近
、
病
気
に
よ
っ
て
は
飲
ん

だ
り
食
べ
た
り
出
来
な
い
も
の
も
多
々

あ
る
と
か
・
・
・
。
そ
ん
な
時
は
病
院

の
先
生
に
聞
い
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

う
～
ん
、
女
性
に
は
人
気
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。（

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美
）

　
こ
の
た
び
県
組
合
独
自
事
業
と
し
て
ヘ

ア
メ
ニ
ュ
ー
カ
タ
ロ
グ
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
県
講
師
が
主
体
と
な
り
、講
師
が
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
分
か
れ
、キ
ッ
ズ
、

ジ
ュ
ニ
ア（
中
高
生
）、ジ
ュ
ニ
ア（
高
校
大

学
）、レ
デ
ィ
ー
ス
の
各
ス
タ
イ
ル
を
造
り

発
表
。
そ
れ
を
小
冊
子
に
ま
と
め
、ヘ
ア

カ
タ
ロ
グ
と
し
て
全
組
合
員
の
お
手
元
に

お
届
け
し
ま
す
。

　
各
県
講
師
の
お
店
で
オ
ー
ダ
ー
が
多
い

ス
タ
イ
ル
を
揃
え
た
カ
タ
ロ
グ
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、ご

活
用
く
だ
さ
い
。 （
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

くつろぎの宿で、やすらぎのひとときを
～心つくしたおもてなし～

平成29年度全理連指定旅館友の会　会員旅館・ホテル一覧
平成29年４月１日現在

所在地 観光地名 宿泊施設名 電話番号
北 海 道 登 別 温 泉 祝いの宿 登別グランドホテル 0143-84-2101

秋 田 県 田 沢 湖 畔 ホテル湖心亭 0187-43-0721

山 形 県 上 山 日本の宿　古窯 023-672-5454

宮 城 県 鳴 子 温 泉 鳴子観光ホテル 0229-83-2333

宮 城 県 松 島 花ごころの湯　新富亭 022-354-5377

栃 木 県 鬼 怒 川 温 泉 鬼怒川温泉ホテル 0288-77-0025

栃 木 県 鬼 怒 川 温 泉 鬼怒川グランドホテル 夢の季 0288-77-1313

新 潟 県 瀬 波 温 泉 大観荘 せなみの湯 0254-53-2131

新 潟 県 瀬 波 温 泉 夕映えの宿　汐美荘 0254-53-4288

神奈川県 箱根湯本温泉 湯本冨士屋ホテル 0460-85-6111

山 梨 県 石 和 温 泉 華やぎの章　慶山 055-262-2161

山 梨 県 石 和 温 泉 ホテル石風 055-262-2151

長 野 県 野 沢 温 泉 旅館　清風館 0269-85-2025

長 野 県 白 樺 湖 白樺リゾート　池の平ホテル 0266-68-2100

静 岡 県 熱 海 温 泉 ホテルサンミ倶楽部 0557-81-8000

静 岡 県 伊豆長岡温泉 ニュー八景園 055-948-1500

静 岡 県 堂 ヶ 島 温 泉 堂ヶ島温泉ホテル 0558-52-0275

岐 阜 県 飛騨高山温泉 高山グリーンホテル 0577-33-5500

三 重 県 鳥 羽 扇芳閣 0599-25-3151

三 重 県 鳥 羽 鳥羽シーサイドホテル 0599-25-5151

石 川 県 山 代 温 泉 雄山閣 0761-77-1400

福 井 県 あ わ ら 温 泉 まつや千千 0776-77-2560

大 阪 府 犬 鳴 山 温 泉 み奈美亭 0724-59-7336

和歌山県 白 浜 温 泉 紀州・白浜温泉　むさし 0739-43-0634

岡 山 県 鷲羽山吹上温泉 鷲羽ハイランドホテル 086-479-9500

香 川 県 こんぴら温泉 琴平グランドホテル桜の抄 0877-75-3218

大 分 県 別 府 温 泉 旅館　すえよ志 0977-23-4155

大 分 県 別 府 温 泉 潮騒の宿　晴海 0977-66-3680

※お問い合わせは、全理連指定旅館友の会事務局 TEL03-3379-4111
　または各組合都道府県理容組合まで

コ

ラ

ム

香
川
県
組
合
発

ヘ
ア
メ
ニ
ュ
ー
発
刊

快調に製作が進む撮影風景
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近
年
、日
本
列
島
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
記

録
的
な
異
常
気
象
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害

に
見
舞
わ
れ
る
記
事
が
よ
く
目
に
入
る
日
が

多
く
な
っ
て
き
た
。多
発
的
災
害
の
予
想
が

で
き
に
く
く
、い
つ
何
時
ど
こ
で
被
害
者
と

な
り
う
る
世
の
中
、被
害
に
あ
う
前
に
襲
わ

れ
て
も
最
低
限
の
保
障
が
あ
れ
ば
と
思
い
、

火
災
共
済
の
ワ
イ
ド
プ
ラ
ン
に
加
入
し
た
が
、

貰
わ
な
い
の
が
一
番
の
幸
せ
と
思
っ
て
い
る
。

　
人
生
先
が
見
え
ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
に
健

康
や
生
活
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
心
配
が
頭
を
よ

ぎ
る
。思
い
通
り
の
人
生
が
全
う
で
き
れ
ば

良
い
が
人
生
泣
き
笑
い
、う
ま
く
い
か
な
い
の

が
人
生
、今
が
大
事
。け
が
や
病
気
の
た
め
収

入
減
や
治
療
費
の
負
担
が
の
し
か
か
る
の
で

負
担
を
少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
と
今
、療
養

補
償
共
済
を
一
考
し
て
い
る
。
今
ま
で
病
気

に
は
縁
が
な
か
っ
た
が
、自
己
治
癒
力
で
治
せ

な
い
病
気
に
な
り
、保
険
で
は
大
変
お
世
話

に
な
り
助
か
り
ま
し
た
。万
が
一
の
こ
と
を
考

え
る
と
小
銭
を
た
め
る
よ
り
生
活
安
定
の
保

障
を・・・と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

火
災
、水
害
、交
通
事
故
、病
気
と
人
生

い
ろ
い
ろ
な
事
故
、災
害
に
遭
遇
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
、負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な
る

様
、こ
れ
か
ら
も
共
済
と
の
継
続
で
安
心
し

て
い
ま
す
。

（
坂
出
支
部　
増
田
重
昭
）

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
一
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
十
一
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

二
十
年
振
り
の
友
と
の
ラ
ン
チ
に
て

　
　
た
ち
ま
ち
四
時
間
過
ぎ
て
し
ま
い
ぬ

友
達
が
呉
れ
た
ピ
ン
ク
の
紫
陽
花
に

　
　
　「
華
や
か
だ
ね
」
と
水
遣
り
励
む

海
の
日
は
海
恋
し
く
て
夕
方
に

　
　
　
　
　
　
車
走
ら
す
五
色
台
尾
根

飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

サ
ン
ポ
ー
ト
闇
夜
の
海
に
漁
火
が

　
　
　
　
　
初
秋
の
風
に
少
し
寂
し
気

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

お
み
な
え
し
障
子
ご
し
に
て
遊
び
お
り

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

ほ
っ
と
し
て
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
の
声
を
聞
く

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

短　

歌

俳　

句

川　

柳
文

芸

欄

◦
馬
場
陸
夫
氏
（
七
十
四
歳
）

　
平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
死
去

　
ユ
タ
カ
理
容
所
（
仏
生
山
支
部
）

 
◦
林　
敏
喜
氏
（
七
十
七
歳
）

　
平
成
二
十
九
年
八
月
七
日
死
去

　
理
容
ハ
ヤ
シ
（
飯
山
支
部
）

 

◦
山
下　
博
氏
（
六
十
九
歳
）

　
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
四
日
死
去

　
元
県
組
合
常
任
理
事

　
ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み

　

先
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に「
歯
科
医
の
機
器

『
使
い
回
し
』に
対
策
進
ま
ず
」と
い
う
の
を

見
つ
け
ま
し
た
。歯
を
削
る
機
器
に
ハ
ン
ド

ピ
ー
ス
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、日
本

歯
科
医
師
会
員
千
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、こ
れ
を「
患
者
ご
と
に
交
換
」が

五
十
二
％
。「
感
染
患
者
と
分
か
っ
た
場
合

に
交
換
」が
十
七
％
。「
血
液
が
つ
い
た
場
合

に
交
換
」が
十
六
％「
消
毒
液
で
拭
く
」が

十
三
％
。約
半
数
は
交
換
し
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
来
は
一
人
ず
つ
交
換
し
、

高
圧
蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ

で
滅
菌
し
た
も
の
を
再
度
使
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、こ
れ
も
高
額
な
経
費
が
か
か
り
、

思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

　
翻
っ
て
我
々
理
容
師
。歯
科
医
院
ほ
ど
感

染
リ
ス
ク
は
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、記

事
に
な
ら
な
く
と
も
怪
し
い
と
思
わ
れ
て
い

る
お
客
さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
。忙

し
さ
に
か
ま
け
、消
毒
が
お
ざ
な
り
に
な
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
理
容
師
は
医
師

以
外
で
人
間
に
刃
物
を
当
て
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
唯
一
の
職
業
で
す（
非
合
法
は
除
く
）。

そ
れ
故
に
感
染
は
絶
対
に
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
消
毒
は
理
容
師
自

身
へ
の
感
染
も
防
ぐ
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
の
尊
敬
す
る
理
容
師
の
先
生
の
言
葉

に「
裁
判
に
負
け
な
い
消
毒
」と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
消
毒
法
を
正
確
に
守
っ

て
い
れ
ば
、何
も
怖
く
は
な
い
と
い
う
意
味

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
九
月
は
全
理
連
の
衛
生
順
守
運
動
期
間
。

冒
頭
の
記
事
と
と
も
に
消
毒
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
ヶ
月
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
理
容
室
で
一
番
菌
を
持
っ
て
い

る
も
の
っ
て
何
か
ご
存
知
で
す
か
？
皆
さ
ん

必
ず
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
よ
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

全国理容生活衛生同業組合連合会

万一の場合に備えて5共済制度で安心を…

賠償責任
補償共済

お客様と理容店のための
きめ細やかな
補償

療養補償
共　済

病気やケガで仕事が
できなくなった
ときに

火災共済
火事や災害で被害にあったときに

年金共済
豊かな老後のために

※�詳しい内容については、パンフレット等
でご確認ください。

動産総合保険

ワイドプラン
理容店のさまざまな設備や
備品をまとめて補償！

団体生命
共　済
いざという時の
お守りに

頼
れ
る
共
済
と
生
き
る
！
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